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論文内容の要旨

本論文は，画像処理の中でも最も基本的で、かつ重要である画像の改善処理が，未だに実用上の多く

の問題点を含んでいることに着目し，それらの問題点を克服することを日的として，画像の構造に適

応性のある画像処理法むよびそれを効率よく実行できる高速・高分解能画像処理システムの開発研究

を行ったものであり，次の 6 章から成っている。

第 1 章では，面像の改善処理を画像強調処理と画像修正処理に分けて，それらの現状を概説し，実

用化への応用を妨げる本質的な問題点を明らかにし，本研究の必要性ならびに目的について述べてい

る。

第 2 章では，画像処理の実用化には不可欠な高速・高分解能画像処理システムの開発研究を行って

いる。まず，各種処理アルゴリズムの開発用として設計・試作した，小型で対話型処理を円滑に実行

できる対話型画像処理システムの設計概念，特徴，動作について述べている。次にこの試作対話型処

理システムの開発経験を基に，画像の改善処理の実用化を日指した高速・高分解能画像処理システム

を設計・試作し，その概念，特徴，動作について述べている。

第 3 章では，第 4 章で行う医用 X線写真像の画質改善処理を実用化する上で必要と思われる，画像

の構造に適応した画像強調処理を実行できる処理法を提案している。

第 4 章では，乳がんと胃がんの早期発見およびX線写真読影時の医師の負担軽減を目的として，乳

がんと胃がんの X線写真像に第 3 章で述べた各種画像強調法を適用し，その実用化に関する検討を行

っている。

第 5 章では，画像の構造に適応した画像修正処理を実行しうる，画像の局所統計量を用いた新しい



画像修正法を提案し，その有効性を実験により確認している。

第 6 章では，光学処理系とディジタル処理系を効果的に結合したハイブリッド画像処理システムの

ー形態を提案し，ディジタル処理では多くの処理時聞を要する反復画像修正法に適用し，ノ、イプリッ

ド画像処理による処理の高速化を試み その有効性を確かめている。

総括では，以上の研究成果をまとめ，今後の研究課題について述べている。

論文の審査結果の要旨

画像の改蕎処理は，工学，医学，物理学等の多方面の分野で極めて重要であるが，従来の画像処理

システムでは，扱える画像点数，処理速度，価格等未だ多くの問題点がある。本研究はこのような問

題点に留意して画像の局所領域に注目した画像改善処理法を提案すると共に，それを効率よく実行す

るために適応性のある高速・高分解能ディジタル画像処理システムを試作し，画像の構造に適応した

画像改善処理の実用化を I試みたものである。以上の研究の結果，得られた主な成果を要約すると次の

通りである。

(1) 画像処理のアルゴリズム開発用としてミニコンビュータを中心とする対話型画像処理システムを

試{作乍した O これ lは土 H庁真期月の目自的!'J (にこ士対J して 卜う分〉な

(2) 画像の改千芳弄守専-処理の実用化を日指した高速.高分解能処理システムを開発した O この結果，効率の

よい画像データの記憶・転送・処理の実時間化ならびに高分解能画像の実時間での入出力を可能に

した。

(3) 医用 X線写真像の画質改弄のための吋所領域に注日した適応性のある処理法を提案した。この処

理法は実際の医用 X線写真像に適用した結果，所期の画質改;需に有用であることが確かめられた。

(4) 実用的な新しい画像修正法を提案した。その特徴は，画像の空間的定常性を仮定せず，かっ最小

臼乗平均誤差規範に基づ、くフィルタリングを反復法で実行できること，むよび a priori な情報の代

わりに a posteriori な情報としての局所統計量を用いたことにある。又，これは Wiener filter に

よる処理結果と比較しでも，一般的により良好な結果が期待されることをシミュレーション実験に

より目在かめた。

(5) 光学処理系とディジタル処理系を有効に結合した/、イプリッド画像処理システムを提案し，反復

面像修正処理の処理の高速化を l試みた。

以上の成果は画像処理の実地応用の上で、極めて有用な子段を提供するもので，工学，医学等の各分

野にむける画像処理に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め

る。
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